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皇御即位の事」 、 「仁安三年三月廿日、大極殿に於いて新帝〈高倉院〉御即位有り」 （一九オ）とある記事を受けるが、当該記事では、三月二十日に高倉院御践祚と誤る。高倉天皇 禅践祚は、仁安三年（一一六八）二月十九日に閑院邸で、即位は三月二十日に大極殿で行われた。 〈闘 と同様に、 高倉天皇践祚の後のこととするの 〈盛〉 。〈盛〉 「高倉院践祚之後ハ、 無
二諍方
一、 一院万機之政ヲ聞召シヽカバ」 （１
―一二四頁） 一方、 即位の後のこととするのが、 〈四 ・ 延 ・ 長〉 。 〈延〉 「当今御即位之後ハ、 法皇モイトヾ分ク方ナク、 万機ノ政ヲ被知食シカバ」（巻一―五四オ） 。これに対して、 〈南・屋・覚・中〉では、翌嘉応元年（一一六九）七月十六日（史実では六月十七日）の後白河院の出家後のこととする。 〈覚〉 「さる程に、嘉応元年 月十六日、一 御あり。 御出家の後も、 万機の政をきこしめされしあひだ」 （上―三八頁） 。「別く方無く」は、 「聞こし食されけ ば」にかかる。その間に挟まれる「四海の安危をば掌 内に照らし、百王の理乱をば心の中に懸け」は、 〈闘〉 独自増補記事。 〈覚〉や真名本『曽我物語』では 「名虎」関連記事に見える。こ 句は、 もとは『白氏文集』新楽府の「百錬鏡によるが、直接には『和漢朗詠集』下「帝王」に見る「四海安危照掌内 　
百王理乱懸心中」 （旧大系二一八頁）による。太宗が賢臣を用い













事件の要因となったと記される、成親や康頼、あるいは西光等を早くも想起するのであろう。なお、当該句Ｂを、後白河法皇がＡ「万機の政務を聞こし食されければ」に接続させるのが 〈闘 中〉〈南〉 「御出家ノ後モ政ヲバ聞食ケレバ、院ニ召仕参ル公卿・殿上人・上下ノ北面ニ至マデ」 （上―七一頁） 。これに対して、 〈四 ・ 延
・ 屋 ・ 覚〉










右） 、 〈延〉 「院内ノ御中、 御コヽロヨカラズトゾ聞エシ」 （五四オ） 、 〈屋〉「院
ン内ノ御間
ナカ
御心ヨカラズ」 （四四頁） 、 〈覚〉 「院・内わく方なし」 （上
―三八頁） 。院内の仲は不仲とするのが〈延 ・ 屋〉 、 これに対して、 〈四〉は、院内の仲は良かったとする。この場合、内を高倉天皇その人と考えれば 両者に確執があったと 考えがたく、 四〉が正しい。一方、内を高倉天皇の周辺を固める平家を中心とする側近勢力と考えれば両者は協調の反面で常 緊張関係にあったとも考えられるこ から、〈延・屋〉に見るような関係も考えられよう。 〈盛全釈〉 「高倉院践祚之後ハ無諍方、一院万機之政ヲ聞召シヽカバ」 （八―一五～一七頁）の注解参照。 　









元年（一一七七）まで 大国と上国の国司補任者の内、 平家関係者（親平家を含む）と後白河院 臣者（治承三年のクーデター 折の処分者を参考にした。但し、平時家は除く） の内訳は次のようになる。平家関係者
大国 　
河内国（平信兼） 、 武蔵国（平知重） 、 越前国（平資盛、 平通盛）
上国 　
越中国（平盛俊？） 、 因幡国（藤原隆房、 藤原隆保） 、 紀伊国（平為盛） 、 讃岐国（平時実） 、 筑前国（平貞能） 、 豊前国（平重康）
後白河院近親者
大国 　
常陸国（高階経仲） 、 上野国（藤原範季） 、 陸奥国（ 範季
上国 　
山城国（中原基兼） 、 尾張国（平信業） 、 遠江 藤原季能） 、駿河国（藤原為保） 、 相模国（平業房） 、 出羽国（藤原顕経） 、加賀国（藤原師高、平親国） 、越後 美濃 吉田定経） 、丹波 藤 成経 備中 藤原光憲 源信賢、源雅賢） 、 伯耆国（平親宗） 、 出雲国（藤原能盛 安芸原能盛） 、 周防国（藤原季能） 、 阿波国 親国） 、 伊予国（藤原親信、高階泰経）









」 （巻一―二九左） 、 〈延〉 「ウトカラヌドシハ」 （巻一―
五四オ） 、 〈長〉 「おろそかならぬ輩
ツトシニハ
は」 （１―五六頁） 、 〈盛〉 「不疎
輩ハ」 （１―一二四頁） 、 〈南〉 「外
ウト




トシハ」 （巻一―四五頁） 、 〈覚〉 「うとからぬどちは」 上―




道」は、 清盛を指そう。但し、 清盛は、 仁安三年（一一六八）時点では、前太政大臣。この年の二月十一日には 病により出家している。入道
源平闘諍録全釈（一二―巻一上⑫（二〇ウ 7 ～二二ウ 8））
（
四）














に終結した後三年合戦の件をも記す。 〈延〉 「義家ガ武衡ヲ攻タリシモ」（巻一―五四ウ） 。しかし、後三年合戦は私戦と見なされ恩賞は行われなかった（ 〈延全注釈〉巻一―三一〇頁） 。将門の乱 前九年の役の論功行賞に際し、 「其の勧賞、 受領には過ぎず」という記載は正しい。 『扶
とする点は正しいが、受領対象者では無い。ここは、 〈
四・延・長・盛・
南〉 「此人ノ」 （ 〈延〉巻一―五四オ）か、 〈
屋 ・ 覚 ・ 中〉 「其人の」 （ 〈覚〉












一者矣」 （旧大系、 上―七九頁） 。



































するのは、弘仁元年（八 〇） 、平城上皇と嵯峨天皇との対立から生じた薬子 変の折、田村麻呂は嵯峨天皇 側 つき 勝利に貢献したことによるのであろう。 〈南〉 「昔平城天皇ト嵯峨天
御皇門ト御合戦ノ時、



































































































































































































































































































源平闘諍録全釈（一二―巻一上⑫（二〇ウ 7 ～二二ウ 8））
（
六）



























































































































































のの逃げたため、中に入って妻 に尋ねた る。但し、流布本『曽我物語』は、妻は継母であったため、良い機会 思い言いつけたとする点が新趣向。真名本『曽我物語』は、 「御守
の童メ女ラ」に尋ねたところ























































」 （巻二―一八ウ） 。 　
〇親の命を背き、流人の子を生む。平家の
― 184 ―
源平闘諍録全釈（一二―巻一上⑫（二〇ウ 7 ～二二ウ 8））
（
八）






















一ヘ」 （巻二―一九オ） 。 〈闘〉よりさら
に展開を遂げた形であろう。 　





















































































した（増訂豆州志稿） 」 （ 〈平凡社地名・静岡県〉二三五頁） 。 　
〇河の





ニ」 （巻五―二四ウ） 、 「葛河
ノ縁ハタ





＊木村英一「王権・内裏と大番」 （ 『院政期の内裏・大内裏と院御所』文理閣二〇〇六 ・ ６）＊五味文彦「院支配 の一考察」 （日本史研究一五八、 一九七五・
10。 『院政期社会の研究』山川出版社一九八四・
11再録。引用は後者による）






貴族と庶民の家族生活史』 （中央公論社一九九一 ・ １）















































































































































































































































































































































































〈延〉 「エマノ小次郎」 （巻四―一三九ウ） 、 〈盛〉
「江間小次郎」 （３―九一頁） 、真名本『曽我物語 「江馬
の次郎」 （三八
頁） 、流布本『曽我物語』 「江間小四郎」 （一〇六頁） 。江間（馬）小次
































」 （巻三―六〇頁） 、流布本『曽我物語』 「さて、佐殿、北の


























































































































































































































一に」 （三八頁） 、 流布本 『曽我物語』 「あ




























思いは、一日中晴れること ないとする。この後の 大事の敵」こそ清盛で、大事の敵清盛を討つ前に 今回の小事 関わって命を亡くすようなことがあってはならないとするのである。



































































































ろこ にはみかどの人のむすめ召しつゝ御覧じて宮 うちにすゑなめさせ給ひて四五百人とゐなみて、徒らにあれど こゝにはあまり多く

















































































































































































































































































名本『曽我物語』の場合、江馬次郎に嫁いだ伊東三女は「思 も依らぬ新枕に移りたまひける心の内こそ悲しけれ」と、頼朝 の離別を悲しむ伊東三女の思いは見られるも の、閑夜将に嫁いだ王昭君 場合は、漢王との離別 記さ ず、 「胡国へ趣きたまひし旅の悲さ」 が記されるばかりである。 〈闘〉 の構成に近似して る。流布本 『曽我物語』の場合は、王昭君の思いを伊東三女 思い 比えるのであろうが、 「昔、漢の 昭君と申せし后 、胡国の夷にとられ 胡国へこ























の思いを、王昭君の思いに比える。先に「近末に迎へらるると雖も、敢へて以て靡くこと無し」とあった。靡くことはなかったが、そのことを、 「近末の許へ渡りぬ 記すのだろう。しかし、 先の記事には、続いて 「秘かに彼 所を逃げ出でて、 縁者の許に忍び籠りぬ」 とあった。〈全注闘〉は、 「父が婿として迎えた江間近末のもとを逃れて縁者を頼る伊東三女には、夷狄のもとに送られて嘆きの日々を送った王昭君の比喩は適切とはいえない」 （上―一五八頁） とする。 そ した疑問はもっともだが、そうした趣向を〈闘〉が取るのは、この後 北条政子の貞節振りが記されるように、その政子と対比させて 伊東三女の貞節が記されるためであろう。 　
〇亦頼朝が歎きを物に譬ふるに、唐の玄宗
― 178 ―



















































































布本『曽我物語』は、 「されば、あかぬ北の御方の御名残は、玄宗皇帝、楊貴妃と申せし后、安祿山軍のために、夷 下 ふ。御思ひのあまりに、蜀の方士をつかはしたまふ」 （一〇七頁）と記す。真名本も流布本もいずれも、伊東三女の悲しみとして記す。 　
〇玉妃、鈿合
― 177 ―
（本稿は、二〇一六年度名古屋学院大学研究奨励金による成果の一つである）
